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立志式…「稚心を去る」「人間的成長」
２年生の立志式にあたり、以下の２つのこ

とについて話をしました。
１つ目は、「稚心を去る」という言葉です。

この言葉は、幕府の改革を訴えた福井藩の橋
本左内という人が残した言葉です。１８５９
年大老となった井伊直弼より安政の大獄が始
まり、その結果、橋本左内は２６歳の若さで
命を落とすことになりました。
橋本左内は、１５才にして『啓発録』を執

筆し、１３・１４才になったら大人に頼るよ
うな子供っぽさは捨てる、つまり「稚心を去
る」を残しました。「稚心」は、様々な解釈が
できます。例えば、自分のことばかり考え自
己中心的である、勉強や宿題などやらなけれ
ばならないことはし
ない、スマホやゲー
ム、部活動など自分
の好きなことだけす
る、などではないで
しょうか。 【２年 立志式】

橋本左内は、夢や希望、目標を達成するた
め、自分を変える第一歩が「子供っぽい心」
を捨て去ること、言い換えると「稚心を去る」
ことだと考えました。
２つ目は、人間的成長です。「命とは、一人

ひとりに残された時間である」という言葉が
あります。誰でも時間は、自分のために使い
ます。人間的に成長するためには、一人の時
間や孤独になる時間が必要であると言われて
います。一番いいのは読書です。本を読み続
けると、人は人間として成長していくように
できています。また、考える力や創造力は、
読書をしないと身に付きません。
最近読んだ本に、「人は仕事で磨かれ、人は

読書で磨かれ、人は人によって磨かれる」と
ありました。中学生用にアレンジすると、「人
は勉強で磨かれ、人は読書で磨かれ、人は友
達や親、先生で磨かれる」でしょうか。一年
前に亡くなられたプロ野球楽天の元監督野村
克也さんは著書で、「人間的成長なくして、技
術の進歩なし」と述べておられます。
大切な時間を読書に使って、人間的に成長

してほしいです。人間的成長は、皆さんの幸
せな人生にもつながると私は確信しています。

熊本県学力・学習状況調査の結果及び分析
１２月に実施された熊本県学力・学習状況調査の

結果が分かりました。あくまでも学力の一側面です

が、生徒への指導や先生方の授業改善などに生かし

ていきたいと思います。国語は県平均とほぼ同じ、

数学と英語は県平均を大きく上回りました。

【総合定着率（％）】 ※数値は小数第１位を四捨五入

１ 年 ２ 年

本校 県 県との差 本校 県 県との差

国 語 ７１ ７１ 0 ６７ ６８ －1

数 学 ６０ ５７ ＋3 ６２ ５５ ＋7

英 語 ６５ ６１ ＋4 ５５ ５０ ＋5

【学力の状況】 ○成果 ●課題

○１年は入学時の標準学力検査、２年は昨年度の同調

査と比較して、学力が大きく向上した。

●１年国語「読む」、数学「見方・考え方」、２年国語

「書く」の観点で、県との差がやや大きい。

●１・２年とも学力の二極化、特に男女差が大きい。

【生徒質問紙】 ○成果 ●課題 ※全国と比較

○１・２年とも平日２時間家庭学習する生徒が約３０

％おり、全国より約５ポイント高い。

○月２～３冊読書する生徒は、１年約３１％、２年は

約３４％で、全国より平均して約６ポイント高い。

●平日、午後１１時ごろ寝る生徒は、１・２年平均す

ると約４４％で、全国より約７ポイント高い。

●２年は、平日テレビやゲームを４時間以上する生徒

が約２４％おり、全国より約７ポイント高い。

【今後の対策や取組】

◇授業で毎時間、生徒に考えさせる場面を必ず設定

◇生徒が主体的に説明し教え合う授業を計画的に実施

◇学習内容の把握のため、週１回程度の小テスト実施

◇朝自習読書前の学習プリントで基礎・基本の定着

「教育は人なり」とよく言われますが、文部科

学省のパンフレットには、教育の成否は先生の資

質や能力次第とありました。しかし、最初から指

導力が高く、信頼される先生はいません。他の職

業と同様に経験を重ねながら成長していきます。

私は「人なり」とは、教師自身の人柄や人格は

もちろんですが、生徒に深い愛情や思いやりをも

ち、勉強や挨拶などを生徒ができるまで粘り強く

諦めずに指導する教師と考えています。「生徒に

とって最大の教育環境は教師自身である」「教師

は生徒の未来に関わっている」という言葉もあり

ます。一年一年、一人一人が「人なり」を高め、

生徒や地域から信頼される二中を目指します。


